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2 0 2 6 年 ８ 月  発 行 元 ： 加 茂 交 流 館 
〒720-2417 福山市加茂町芦原 491-1 

TEL (０８４)９７２-５５４１ 

E-mail : kamo-krk@city.fukuyama.hiroshima.jp 
FAX の方は、北部地域振興課あてに送信してください。 

FAX（084）976-8150  

回
覧 

交流館
こうりゅうかん

では、みんなが交流
こうりゅう

し、つながり合
あ

うことを目的
もくてき

としてさまざまな講座
こ う ざ

を行
おこな

っています。 

― みんなで見守る、こどもの未来 人権尊重の社会をめざして ― 

地域
ち い き

交流
こうりゅう

事業
じぎょう

 

 
福山

おもちゃびょういん・かも

☆と き 

    9：30 ～ 11：00 

☆ところ 加茂
か も

交流館
こうりゅうかん

 

★ 予約
よ や く

は不要
ふ よ う

です 

※治療費
ち り ょ う ひ

は無料
むりょう

です 

※診察
しんさつ

の結果
け っ か

、治療
ちりょう

できないおもちゃもあります 

※部品
ぶ ひ ん

交換
こうかん

など必要
ひつよう

な場合
ば あ い

は実費
じ っ ぴ

負担
ふ た ん

となります 

9 月26 日(土
ど

)

 

子
こ

育
そだ

て交流
こうりゅう

事業
じぎょう

  

9 月15 日(火
か

)

にんじんばたけ

☆と き 

    10：00 ～ 11：30 

☆ところ 加茂
か も

交流館
こうりゅうかん

 

★ 予約
よ や く

は不要
ふ よ う

です  ☆対象
たいしょう

 ０歳
さい

～４歳
さい

くらい 

あそびに 

きてね♪ 
～フリースペース～ 

※秘密
ひみつ

は守
まも

られますので、安心
あんしん

してご相
そう

談
だん

ください。 

相続
そうぞく い ご ん

手続
て つ づ せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど かん

する

無料相談会
こんなことでお困

こま

りではないですか？ 

◆遺言
い ご ん

や相続
そうぞく

手続
て つ づ

き、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

に関
かん

してお気軽
き が る

にご相
そう

談
だん

ください◆ 

と き 9月
がつ

19日
にち

（土
ど

）9:15～11:50 

相談
そうだん

は一人
ひ と り

45分間
ふんかん

です（3人
にん

まで） 

予約
よ や く

は，9月
がつ

1日
にち

(火
か

)8:30～18日
にち

（金
きん

）

遺言
い ご ん

を書
か

いておきた

いけど、どう書けばい

いかわからない 

 

最近
さいきん

、親
おや

が亡
な

くなっ

たのだけれど、 

何
なに

をすればいいのか 

遺産
い さ ん

を分
わ

けるには 

どうしたらいいのか 

わからない 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

って 

なんだろう 

福山市コミュニティセンター事業 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―こどもの未来へつなげるために 気付いたら 支えて 知らせて 見守って― 

加茂
か も

交流館
こうりゅうかん

では、 

生活上
せいかつじょう

のさまざまな相談
そうだん

に応
おう

じています。 

仕事
し ご と

や就 職
しゅうしょく

、生活
せいかつ

や学校
がっこう

、福祉
ふ く し

制度
せ い ど

や人権
じんけん

侵害
しんがい

など 

生活
せいかつ

のなかでの困
こま

りごとの相談
そうだん

に応
おう

じています。 

住民票などの個人情報の不正取得から守るために、 

第三者が申請した場合、登録者にお知らせしています。 

＊「登録型本人通知制度」が、福山市ホームページの 

「福山市電子申請サービス」から手続きしていただけます。 

＊スマートフォンなどをお持ちの人は、右の二次元コード 

を読み込むことで手続きが行えます。（対応機種のみ） 

右の二次元コードをスマートフォンなどで 

読み取ると、加茂交流館の施設や事業・ 

講座などを確認していただけます。 

 

多文化共生は、なかよしをたくさんつくるということ 
 

第 2 次世界大戦が終わって、40 年の節目をむかえる 1984 年

12 月 17 日、福山市は平和非核都市福山を宣言しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それから 40 年経った 2026 年のいま、世界の状態はどうでし

ょうか。また日本はどうでしょうか。 

今年 3 月イランでは、12 歳以上の国民に兵士の募集を始めたこ

とがニュースになりました。またロシアのウクライナへの侵攻で

は、今年の 6 月までに、ロシア軍の戦死者が 40～45 万人と分析

されています。 

世界が平和にならない理由をいくつか考えてみましょう 
○国同士の利益や考え方が合いません。 

○長い歴史のすれ違いや、宗教の違いがあります。 

○貧しい人と豊かな人の大きな差があります。 

平和のためにどんなことができるでしょうか、たとえば 
◇ニュースを見て、世界で何が起きているかを知ります。 

◇違いを知って認め、互いを大切にします。 

◇小さな優しさを周りの人に行動します。 

これからを担うこどもたちに、平和の大切さを伝えていくのはお

となの私たちです。 

今年の住民学習のテーマは「多文化共生」です。身近に暮らして

いる外国にルーツを持つ人との関係づくりや困りごとの解決といっ

たかかわりの中で、違いを認めてお互いを大切に暮らすことです。

なかよくなった人に関係ある国は身近に感じられますね。 

家で、職場で、地域で「多文化共生」について考えてみましょう。 

平和非核都市福山宣言 

 恒久平和を実現することは、人類共通の願いである。 

 この崇高な目標の達成なくして、福山市が目指す活力と

潤いに満ちた心のふれあう都市づくりの実現も、またあり

得ない。 

 しかるに、今日の世界情勢は緊張の度を加えつつあり、世

界平和と人類の生存に大きな脅威をもたらしていることは

憂慮にたえない。 

 福山市民は、生命の尊厳を深く認識し、非核三原則が完

全に実施されることを願うとともに、核武装の廃絶を全世

界に強く訴え、恒久平和を求め、ここに、平和非核都市の宣

言をする。 


